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研究成果の概要（和文）：中核都市とその周辺の住宅街において通勤・通学の交通量削減に関する研究を実施し
た。5年に1度調査される主要道路の交通量調査データ（道路交通センサス）と携帯電話の存在数をもとに計測さ
れたデータを組み合わせ、任意の日時の道路交通センサスで調査された道路の交通量を推定する方式を確立し
た。推定方式は金沢市のデータをもとに行い、富山市のデータにて検証を行った。
また、地点で計測される車両台数データをラベル付けされた各車両の走行データに変換する方式を提案・実装
し、ミクロ交通流シミュレータにて車両交通を再現することができた。

研究成果の概要（英文）：We conduct research on reducing traffic for commuting to school and office 
in provincial cities from surrounding residential areas. We use two set of data, the road traffic 
survey data (road traffic census) of the major roads surveyed once in five years and the data 
measured based on the number of mobile phones. We established a method to estimate traffic volume at
 any date and time for the road surveyed by road traffic census. This estimation method is developed
 by using the data of Kanazawa city, and then verified by using the data of Toyama city.
In addition, we propose and implement a method to convert vehicle number data measured at some 
points into labeled vehicles' traffic data. By using labeled vehicles' traffic data, we reproduce 
vehicle traffic with a micro traffic flow simulator.

研究分野： I高度交通システム, システムモデリング, 空間・環境統計

キーワード： ITS　交通流　交通ボトルネック

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本に58ある中核都市における任意の日時の自動車の交通量を推定する方式を提案・検証した。推定方式は、5
年に一度計測される自動車の地点での交通量と時間・地域ごとの携帯電話の存在数という2つの性質の異なるデ
ータを用いている。これは、異なる性質を持つデータを相互補完することが可能であることを示している。
また、地点での交通量データを自動車の走行データに変換する方式も確立し、コンピュータ上で自動車走行を再
現可能とすることができた。これは、イベント参加者による交通増加場所の推定、道路封鎖に伴う他場所の渋滞
の状況などを推定に応用することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 中核都市のひとつである金沢市においてマイカーへの依存脱却、バス路線網整備、パーク
アンドライドなどの施策が平成 19 年に策定されている。金沢市が実施した都市圏における交
通実態調査によれば、全体の交通量は減少しているものの自家用車は約 11%増加しており、全
体の 67%を占めている。パークアンドライドによる移動が 10％に増加すれば、自家用車の交
通量が 15%削減できる。 
 
(2) パークアンドライドの利用者が増加しない要因は、自家用車による移動の自由度が高いと
いう理由だけでなく、通勤・通学時間の増加や費用負担の増加などが原因であると考えている。
この課題を、IT 活用による駐車場の最適配置やバス運行システム改良を用いて解決する必要
がある。隣接する複数の都市の実際の交通データを統合・活用し、研究を進めていくことも必
要となる。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は全国に 58ある中核都市のうち、政令指定都市とは地理的に独立した金沢市のよう
な都市において、住民の移動を円滑に行うために IT を活用した公共交通優先の交通体系を実
現するものである。中核都市とその周辺の市町村を組み合わせ、周辺市町村からの通勤・通学
による移動において現行施策を IT により高度化・スマート化することで、通勤・通学時間の
増加や金銭的負担増加などの利用者の痛みを伴わない公共交通を優先可能とする体系を構築、
行政との協力により実際的な試運用を通して課題の再発見と解決を継続的に行う。 
 
(2) 中核都市における IT を活用した公共交通優先の交通体系の実現において、(1)郊外のみな
らず周辺のベッドタウンからの通勤・通学時の渋滞という課題、(2)高齢化社会を迎え、平日日
中の移動手段を持たない住民の市内ないしは近隣市への移動手段の確保という課題、(3)観光都
市である金沢においては、休日の観光のための公共交通による移動手段の確保という課題があ
る。本研究においては、渋滞の根本原因となる道路ネットワークと渋滞との関係を明らかにし、
モデル化を行い、提案モデルを他の領域へ適応し、モデルの妥当性を確認する。このモデルを
元に、パークアンドライド施策を実行した場合に効果的な駐車場の要件、都市部との間のバ 
スの運行経路と台数の最適値を導き出す。さらに、利用者の利便性を損なうことなしに自家用
車の交通量を削減することを、IT を活用して解決を試みる。 
 
３．研究の方法 
(1)中核都市における交通量削減に向け、交通流シミュレーション環境の整備、現状の交通状況
の再現を行い、モデル化を行う。交通流のマルチエージェント型のミクロシミュレーション環
境の整備を行ったとともに、シミュレーションを行うための実測定データの調査を行う。国土
交通省が開示している道路交通センサスデータを元に、各地点での交通量調査データならびに
旅行速度調査データの統計データを活用し、車両台数データの関連付けを行い、車両の走行デ
ータとして、出発・到着データを推定・変換するアルゴリズムを考案する。 
 
(2) 道路交通センサスデータは 5年に一度の測定データであるため、特定の日時における交通
状況を示していない。そこで、携帯電話の存在数データ（モバイル空間統計）と組み合わせる
ことにより、任意の日時の交通流を再現するための道路交通センサスデータ相当のデータを推
定する方式を考案する。推定方式の検証を行うために、金沢市だけでなく他の中核都市のデー
タを用いて、提案する推定方式の検証を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 道路交通センサスデータにおける各地点で 1時間あたりの走行車両数のデータを、ラベル
付けされた各車両の走行データに変換するアルゴリズムの開発を行った。道路交通センサスの
データ計測地点を地図上にマッピングし、道路グラフを作成する(図 1)。このデータを元に、
各地点での走行車両数に 1 台毎の移動データに変換する。各車両の移動データは、
Vi=(Lo,To,Ld,Td,{Lt,Tt })の形式であり、Lo：出発地点, To：出発時刻, Ld：到着地点,  Td：到

図 1   金沢市・野々市市の 
道路交通センサスデータ計測地点 

図 2 道路交通センサスデータの走行データへの変換結果 



着時刻, Lt：経由地点, Tt：経由時刻, {}は 0 回以上繰り返しを示す。本形式のデータに変換
後、マルチエージェント型のミクロシミュレーション用データに変換し、シミュレータ上で自
動車の走行を再現するシステムを構築した。変換アルゴリズムにおいて、各車両の出発時間を
分散させるため一様分布のランダム値を用いるとともに、各車両の旅行速度は平均旅行速度に
対して正規分布のランダム値を用いた。基本的には道路交通センサスの隣接地点に移動を行い、
移動した後の車両台数が 0となった場合には、交差する道路種別が小さい道路を選択し走行を
続けるものである。図 2に変換した結果を表形式で表示したものを示す。 
 
(2) 道路交通センサスデータのみを使用した場合には、シミュレータ上で自動車の車両走行を
再現できるのは 5年間のうちの 1日であり、交通量の推定には不十分である。そこで、人口統
計サービス「モバイル空間統計」のデータを用いて任意の日時のデータを用いて、当該日時の
道路交通センサスデータ相当を推定するための方式の検討を行った。モバイル空間統計は 2km
毎のメッシュ内の人口を示すデータであり、必ずしも移動中の人データを示したものではない。
しかしながら、車両で移動しているデータとの関連があると仮定し、相関分析を行った。任意
の日時の交通量を推定するために、道路交通センサスのデータを C、モバイル空間統計のデー
タを M とした時に、Cd,f = F (Md,f, C)となる回帰式 F を求めるものである。図 3 に道路交通セ
ンサスデータとモバイル空間統計データの散布図を示す。データのばらつきの排除、代表値の
選択方法、推定式そのものに対し、適用可能な回
帰式の導出を行った。±20%の誤差を許容すると仮
定した場合、75%の領域で適用可能な回帰式を導出
することができた。モバイル空間統計のデータに
対して、1 時間先の中央値人口から求める時間の
中央値の人口を減じた値をxt’とし、y=0.0007 xt’2 

– 0.83 xt’+ 3240 が求められた回帰式である。
3240 という定数は、道路交通センサスデータにお
ける全時間帯の中央値で算出したものであり、地
域によって異なると考えている。この結果を (1)
の成果と組み合わせると、誤差はあるものの任意
の日時の走行を再現することができる。 
 
(3) 金沢市・野々市市のみの評価では(2)で導出し
た回帰式が他の中核都市で使用できるかが不明で
ある。地域特有の回帰式ではないことを検証した。
対象とした場所は富山市である。富山市において
も類似したデータであることを図 4に示す。ここ
で、回帰式の定数については、道路交通センサス
のデータから算出し、富山市固有のデータとして
2131 を得ている。ここで、(2)で示した回帰式を
適用することにより、74%の領域で適用可能である
ことを検証した。これにより、中核都市ごとに固
有の定数を、道路交通センサスデータより算出す
る必要はあるものの、多くの中核都市で適用可能
であることがわかった。 
 
(4) 金沢市の住宅街近隣のショッピングセンター
において、パークアンドライドに使用可能な駐車
スペースについての調査結果を図 5 に示す。図 5
において、赤が休日、青が平日の駐車台数であり、
平日の使用率はピークでも 38%程度である。平日
の通勤・通学においてこのショッピングセンター
の駐車場を使用するだけで 500 台の車両走行を削
減することができる。他の駐車場においても同様
の傾向であり、ショッピングセンター(SC)の駐車
場を活用することにより、市街地への通勤・通学
の交通量を削減することが可能である。 
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